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となるから，∠FをAVoと無関係にする条件は，

　　　　A’，≡0

　これを，Xについて解くと，

　　　　X＝』∫3十bs2十‘5十d
　　　　　　　　　es＋！

なる解が得られる．ここに，a，　b，らd，　e，！は定数．

　　　　Af＝（X－1）・Fo

なる関係から求めたのが，本文中の（14）式である．
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　　　　　　　　　　4．　dBの図表

　10）式はAβ，HIL，　w・／βk，　Tc／βkLの4変数の関

係を示すが，

　　　　　　　AiS　　　＿　HIL　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ii1　t）　　　12）

　　　観＋商⑫殉・＋髭

とかきなおすと，変数分離型となり，共線図表，共点図

表化するのが容易である．第3図に共点図表を示す．図

には二組の曲線群がかかれ，実線はHILとTc／βfeLの
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　　　　　　　第3図　d君の共線図表

関係，破線は∠βとw1／Pkの関係を与える．曲線に付

した数値は補助変数t（12）式）の値である．HILと

Tc／βkLからtを定め，　tと勧／硯とからA■を読み

とることができる．　　　　　（1962年9月19日受理）
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